
道徳科学習指導案 

令和４年９月１６日（金） 第５校時  児童数３０名 

第６学年３組 指導者 増渕 育恵 

 

１ 主題名 法やきまり，権利と義務  内容項目Ｃ－（１２） 規則の尊重 

 

２ 教材名 星野君の二るい打 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする道徳的価値について 

    本主題は，学習指導要領第５学年及び第６学年の内容項目Ｃ－（１２）規則の尊重「法やきまり

の意義を理解した上で進んでそれらを守り，自他の権利を大切にし，義務を果たすこと」をねらい

としている。高学年の段階においては，社会生活上のきまり，基本的なマナーや礼儀作法，モラル

などの倫理観を育成することが必要となってくる。そして，社会生活を送る上で必要であるきまり

や法律などを進んで守ろうとする遵法の精神を高めることも求められる。 

指導に当たっては，生活上のきまりを守ることの大切さや，きまりを守ることが自分たちの生活

を暮らしやすい状態に保つための条件であることに気付かせ，他人の権利を理解尊重し，自分の権

利を正しく主張するとともに，義務を遂行しないで権利ばかりを主張していたのでは社会を維持

できないことについても考えを深め，自分に課された義務についてはしっかりと果たそうとする

態度を育成することが重要である。また，身近な集団生活を送る上においても，みんなで互いの権

利を尊重し合い，自らの義務を進んで果たすことが大切であるという理解と積極的な行動ができ

るようにする必要がある。 

    

 （２）児童の実態 

    本学級の児童は，明るく素直な児童が多く，遊び係の児童を中心にクラスみんなで遊ぶ姿が見

られる。しかし，遊びの内容やグループ決め，遊んでいる際のルールなどで揉め事になってしまう

ことがある。その原因として，自分の思いが先に立ってしまい，自分に都合の良い考えを主張し，

通らないと不服としてしまうこと，ルールを守ることの大切さやその価値について気付いていな

いことが挙げられる。また，ルールを守ることが，自分自身の安心で豊かな生活の基盤となること

への理解が深まっていないと考えられる。 

そこで，事前アンケート「６年３組をもっとよくするためにできることは何でしょう。」を行っ 

たところ，ワードクラウド機能で「気持ち・人・相手・友達・合う・個性・意見・喧嘩・思いやり・

我慢・言葉・行動」などの言葉が挙がった。個性を大切にし，友達を思って行動している児童がい

る一方で，喧嘩や我慢をしている児童も存在しているということが分かった。 

本教材を通して，ルールを守ることの大切さや価値，よさについて考えさせたい。そして，より

豊かな生活を作っていくためには，自分の思いのままに行動するだけでなく，周りのために自分が

何をすればよいのか，そして何ができるのか，考えさせる力を高めていきたい。 



 （３）教材について 

    本教材は，主人公の星野君が野球の試合において監督の「バント」の指示を守らず，自分の判断

でバットを振り，二塁打を打つ。しかし，試合の翌日，監督は，チームのルールを破った星野君の

行動についてチームメイトに問うとともに，厳しい判断を伝えるという内容である。星野君や監

督，チームメイトの意見について，児童が自分との関わりで考え，議論することを通して，きまり

のもつ意義やそれを守ることについて考えを深めさせたい。また，野球のルールをよく知らない児

童にとっては，監督の指示内容や星野君の判断についてよく理解できない可能性がある。バントの

目的や二塁打とは何かを確認しておくことによって，監督の指示内容や星野君の判断を理解でき

るようにさせておきたい。 

 

４ 研究主題との関連 

本校の研究主題「自己を見つめ，豊かな心でよりよく生きる児童の育成～多面的・多角的に考え，深

める道徳科の授業を通して～」に迫るために，以下の手立てを考えた。 

 

 課題意識をもち，それを生かして道徳的価値を追求できるような導入の工夫 

 ・事前アンケートを活用することで，よりよい集団生活を送るために何が大切かを把握するとともに，

その結果を導入で提示することにより，課題意識をもてるようにする。 

多様な感じ方や考え方に触れ，思考を深めるための学習形態の工夫 

・トリオ学習を取り入れ，誰もが自分の考えを伝えたり，発問に対してグループ内で意見交流をしたり

することにより，主体的で多様な意見の交流を行うことができるようにする。 

自分の考えを表現するための活動の工夫 

・ジャムボードやスクールタクトを活用することにより，児童一人一人の考えを的確に表現する機会

を確保するとともに，友達の考えを取り入れながら考えを深めていけるようにする。 

児童の思考を深めるための板書の工夫 

 ・黒板を横書きの３分割にすることにより，「教材の発問」「主発問」「振り返り」と問題解決に向かっ

ていく過程を可視化できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 他領域との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の指導 

 （１） ねらい 規則やきまりの意義を理解し，規則やきまりを進んで守ろうとする態度を育てる。 

 

 （２） 授業の観点 

○当事者意識をもたせるために，登場人物の行動に賛成か反対かを考える際に，自分がチームの一 

員だとしたらと想定したことは有効だったか。 

  ○主体的で多様な意見の交流を行うために，トリオ学習を行ったことは有効だったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材名「星野君の二るい打」 

内容項目：Ｃ－（12） 規則の尊重 

学級活動  ７月 

「タバコや薬物の害」 

学級活動 ４月 

「学校の一日」 

体育  ９月 

「ベースボール型ゲーム」 

教材名「ピアノの音が…」 ７月 

内容項目 規則の尊重 



 （３） 展開        ☆研究主題との関連 ※人権教育上の配慮 ◎児童指導上の留意点 ◇評価の視点 

 学習活動 主な発問と予想される児童の反応 教師の支援と評価 資料等 
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をつかむ。 

・事前アンケート「６年３組をもっとよく

するためにできることは何でしょう。」を活

用し，本時の学習課題へつなげる。 

 

 

 

・スクールタクトのクラウド機

能を使い，より多く挙げられた

言葉に注目させる。 
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（Google
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の二るい 

打」を読ん 

で話し合 

う。 

 

 

 

 

（1）星野君

と監督の

取った行

動の理由

について

確認する。 

 

 

 

 

 

 

（2）星野君

の行動に

ついて賛

成か反対

かを考え，

話し合う。 

 

 

 

 

 

・試合に勝つこと 

 

 

・チームワーク ・技量 ・ルール 

・チームのことを考えて作戦通りにする。 

 

 

 

 

 

・打てそう。→ 打ちたい。  

・バントなんていやだ。 

・名誉挽回  

・自分の力でチームを勝たせたい。 

 

 

 

・監督の指示を守らなかったから。 

・チームのルールを守らなかったから。 

 

 

 

〈賛成〉 

・本人に自信があったからよい。 

・チームが勝ったからよい。 

・自分で考えて行動したからよい。 

〈反対〉 

・チームのきまりを破れば，信頼を失うか

・教材は事前に読ませておき，登

場人物や出来事について簡単に

確認する。 

・勝つためには，チームのことを

第一に考えて作戦通りプレーす

ることが必要であるということ

を明らかにした上で，今回は星

野君がバントすることが作戦で

あるということをおさえる。 

・監督の指示に従うべきか，打ち

たいという思いを優先すべき

か，悩む気持ちを捉えられるよ

うにする。 

 

 

 

・監督の指示はチームの作戦で

あり，メンバーみんなで納得し

て決めたルールであることをお

さえる。 

 

☆ジャムボードを活用し，児童

一人一人がどのように考えてい

るかを可視化する。 

・自分がチームの一員であると

想定することを通して，当事者

意識をもたせるようにする。 
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星野君がバントをせずに打ったのは

なぜでしょうか。 

よりよい集団生活を送るために 

大切なことは何か考えよう。 

監督が次の試合に星野君を出さないの

はなぜでしょうか。 

このチームの目的は何でしょうか。 

勝つためには何が必要でしょうか。 

自分がチームの一員であったら，星野

君のとった行動に対して賛成ですか。

反対ですか。 



 

 

 

 

（3）監督が

一番伝え

たかった

ことを考

え，話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ルール

を守るこ

とについ

て考え，話

し合う。 

ら。 

・ヒットを打てていなかったら…。 

・自分勝手な行動だから。  

・監督に叱られるから。 

 

 

 

 

・ただ勝つだけでなく，みんなで作ったル

ールを守ってこそ。 

・チームのルールを破るというのは，信頼

を崩してしまうということ。 

・チームワークを大切にして欲しい。 

・ルールを守らないといけないことを伝え

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

・チームワークを作るため。 

・気持ち良く生活するため。 

・楽しく生活するため。 

・みんなが笑顔で暮らすため。 

・自分や周りが幸せになるため。 

・互いに信頼し，みんなで力を合わせて生

活するため。 

 

 

 

 

・スクールタクトを活用し，まず

は各自が考えたことを書きこま

せるが，友達のワークシートが

見られるスクールタクトの特性

を生かし，友達の考えを参考に

しながら自分の考えを深められ

るように声掛けをする。 

◎異なる意見も尊重し，互いに

認め合えるようにする。 

☆多様な考えに触れさせるよう

３人で互いの意見を交流させ

る。 

※友達の考えをよく聞き，自分

が気付かなかったことに目を向

けさせたり，自分の考えと比較

させたりする。 

・出された意見をもとに，ルール

を守ることのよさについて板書

にまとめる。 

◇ルールを守ることで，みんな

が幸せに生活できることに気付

いている。（スクールタクト・発

言） 

 

 

 

 

ワークシ

ート（ス

クールタ

クト） 
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４ 自己の

生き方に

ついて考

える。 

 

 

 

 

・ルールを守ることは大切なこと。 

・ルールを破ると，結局は損をしてしまう

ので，守ることが必要。 

・みんなで決めたルールを守ることで，気

持ち良く生活でき，周りの人とも仲良くす

◇振り返り，自分の生き方につ

いて考えている。（スクールタク

ト，発言） 

・スクールタクトのクラウド機

能を使い，児童から多く出てき

た言葉について，全体で考えさ

せる。 

ワークシ

ート（ス

クールタ

クト） 

ルールを守るとは何だろう。 

「次の試合では星野君をひかえにす

る」といった監督が伝えたかったこと

は何でしょうか。 

今日の授業を振り返り，「よりよい集団

生活を送るために大切なこと」につい

て考えたことを書きましょう。 



ることができる。 

・ルールは自分とみんなを守るためのも

の。 

・チームワークを一つにするのがルール。

ルールを守ってこそのチームワーク。 

７ 当日のワークシート 

【中心発問】 

「『次の試合では星野君をひかえにする』と言った監督が伝えたかったことは何でしょうか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【振り返り】 

「今日の授業を振り返り，『よりよい集団生活を送るために大切なこと』について考えたことを書こう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 


